こんな ものが 本当にい ようと は 思わなかった ので、 何 

と あいさつ してよ いやら、 只 胸をド キドキ さして、 顔 

を 真 赤に してお 辞儀 をして 座りました。 

二人が ここで 頂いた 御馳走 は、 何が何だか わからぬ 

位 沢山で、 丁度お 腹 は 空いて いたし、 そのお i< 味 かつ 

た 事、 頰ぺ たも 落ちそう で、 あとから 出た お菓子 ゃ果 

物まで も 一 つ 残さず 食べて しまいました。 

御馳走が 済む と 五分 間 演説が 初 まりました。 

ま くろくろ からかね 

いの 一 番に 飛び出し たの は 真っ黒々 の 唐金のお 釈迦 

様でした。 

「みなさん、 私 はいろ いろな 人から 拝まれて、 いろい 



に 見渡せます。 もうす つかり 雪が 晴れて、 空に は ダイ 

ャ モンド を 数 限り無く 散らした ように 星の 光りが 瞬い 

ています。 西の方に 今し も 満月が 沈み かかり、 青い 透 

きとお つた 光り を、 見渡す 限り、 処々 が 埋もれた 野 や 

山 や 河 や 海 や 森林に 投げて います。 その美し い 事 …… _ 

きょうだ い 

舞い 姫た ち は、 兄妹 を 席 場の 真中の 一番 高い 処の 

台の 上に 立た せて、 パノラマの ような 四方の 景色 を 見 

渡させながら、 雪の 台の まわり を 歌 をうた つて 踊って 

まわりました。 

「冬と 春との 神々 の 

今宵 ひと 夜のお わかれに 
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